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日本における静穏日大気電場の経年変化
Long-term trend of global geomagnetic Sq field
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1958年から 2008年までの期間についての柿岡と女満別における静穏日大気電場の長期変化をその季節変化地方時変化
と共に調べた。柿岡の大気電場は 1980年に最大になった後は一貫して減り続けており、それはほぼどの季節、どの UT
についても見られ特に 1997年以降は減少が加速しているのに対し、女満別の大気電場は柿岡とは傾向が異なり 1970年
頃が極大でそれ以降 1995年頃まではほぼ一定であるが、1997年以後はこちらも減少していることが分かった。さらに
季節変化や地方時変化のパターンにも長期変化に変化が見いだされたが、詳しくは学会時に議論する予定である。
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